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船舶事故調査報告書 

 

                            令和３年８月１８日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

委   員  田 村 兼 吉 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和２年１０月３１日 １０時２５分ごろ 

発生場所 千葉県袖ケ浦市南袖北西方沖 

 千葉港南袖ケ浦第２号灯標から真方位２２２°１.４海里付近 

（概位 北緯３５°２７.８′ 東経１３９°５６.０′） 

事故の概要 プレジャーボート真
まこと

丸は、南進中、のり養殖施設に乗り揚げた。 

真丸は、プロペラに曲損を生じ、また、のり養殖施設は、のり網の

破損等を生じた。 

事故調査の経過 令和２年１１月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 真丸、４.５トン  

２３５－４９８２９千葉、有限会社真建 

７.７６ｍ（Lr）×２.６５ｍ×１.７３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１９１kＷ、平成２３年９月 

 乗組員等に関する情報 船長 ４６歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

免許登録日 令和元年１１月２２日 

免許証交付日 令和元年１１月２２日 

         （令和６年１１月２１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 プロペラに曲損 

のり養殖施設 のり網に破損、ロープに切損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風速 約４m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 低潮時 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、知人４人を乗せ、釣りの目的で、

令和２年１０月３１日０７時００分ごろ千葉県千葉市稲毛区南西方沖

へ向け、千葉市所在のマリーナ（以下「本件マリーナ」という。）を

出発した。 

本船は、千葉県木更津市方面に向けて同市所在の遊園地（以下「本

件遊園地」という。）の観覧車を左舷船首方に見て約２２ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で南西進した。 
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本船は、釣り場付近の南袖北西方沖に至り、約１０～１２kn に減速

し、本件遊園地の北方沖で左転して本件遊園地の観覧車に船首を向け

て南進し、船長が知人と会話中に右舷方至近にフロートを認め、同フ

ロートを通過した後、１０時２５分ごろ船体が停止した。 

船長は、本船のプロペラに網等が絡んでいるのを認め、本船が本件

遊園地北方沖に設置されていたのり
．．

養殖施設（以下「本件養殖施設」

という。）に乗り揚げたことを知った。 

船長は、自力航行ができないと判断し、本件マリーナ担当者に本事

故の発生を知らせた。 

本船は、本事故の発生に気付いて来援した漁業協同組合所属船によ

りプロペラに絡んだ網等が切断された後、同網がプロペラシャフトに

噛
か

み込んで自走できず、同組合員経由で海上保安庁に通報され、本件

マリーナにより手配された船によって船長及び知人４人が救助される

とともに本件マリーナにえい
．．

航された。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約０.８ｍ、船尾約１.３ｍであった。 

本件養殖施設は、浮流し式漁という漁法であり、フロートでのり
．．

網が

固定されており、海面上に浮遊しているのり
．．

網が見えづらいものであっ

た。 

本件養殖施設は、９月１日から４月２８日までの間、本件遊園地北

方沖の区画漁業漁場内に設置され、毎年、のり養殖漁業が行われてい

た。 

船長は、令和２年１月ごろ本事故現場付近を航行した際、本件遊園

地北西方の木更津市海ほたる側の沿岸寄りにのり
．．

養殖施設が設置され

ていることを見た記憶があったが、本件遊園地北方沖に本件養殖施設

がないと思っていた。 

船長は、本事故後、千葉海上保安部のホームページで、本件養殖施

設を含めた海ほたるに近い沿岸寄りののり
．．

養殖漁場区画の海域（盤

洲）を乗揚注意海域として情報提供を行っていることを知り、事前に

のり
．．

養殖施設が設置される漁場区画の正確な範囲を調べておくべきだ

ったと思った。（図１参照） 
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図１ のり養殖施設の情報 

本船のＧＰＳプロッターは、設置時期が限られる養殖施設の位置情

報が表示されていなかったが、位置情報を手動で入力することで表示

が可能であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、南袖北西方沖を南西進中、船長が、以前の経験から、本件

遊園地北方沖には本件養殖施設がないと思い、本件遊園地北方沖で左

転して本件遊園地の観覧車に向けて南進したことから、本件養殖施設

に乗り揚げたものと考えられる。 

船長は、以前に本事故現場付近を航行した際、本件遊園地北西方の

海ほたる側の沿岸寄りにのり
．．

養殖施設を見た記憶があったものの、本

件遊園地北方沖には本件養殖施設がないと思っていたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が南袖北西方沖を南西進中、船長が、以前の経験か

ら、本件遊園地北方沖の海域には本件養殖施設がないと思い、本件遊

園地北方沖で左転して本件遊園地の観覧車に向けて南進したため、本

件養殖施設に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、沿岸海域を航行する場合、のり網等の養殖施設が設置さ

れる時期があることを認識し、同施設に進入したり、接近しない

ようにするため、海上保安庁のホームページでのり
．．

養殖施設の設

置情報等を事前に入手し、ＧＰＳプロッターに位置を入力して活

用すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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千葉県 

袖ケ浦市 

本件遊園地 観覧車 木更津市 

本件養殖施設 

本船の航跡 

千葉港南袖ヶ浦第２号灯標 

海ほたる
．．．

に近い 

沿岸寄りの漁場区画 

海ほたる
．．．

 

南袖 

千葉県 

神奈川県 

東京都 本件マリーナ 

稲毛区 

木更津市 

千葉市 

本船の航跡 
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